
小施策の総合計画における位置付け 小施策の概要

小施策の成果指標の達成状況・評価（平成29年度実績） 今後の方向性（平成30年度以降）
★…30年度着手済または着手予定
☆…31年度以降の着手を検討

問　題　点 問題の要因分析

・盛岡テクノパークの残地が未売却となっている。

・製造業等の新たな企業立地が進んでいない。

・未売却となっている盛岡テクノパークの残地については，現在の用地需要と
面積が合致していないこと等により売却までは至っていないものと考えられる。

・製造業等の企業誘致の受け皿となる産業等用地が不足している。

★　盛岡テクノパークの残地について，引き続きＰＲに努めるとともに入居企業
の用地拡充の方向性をあわせて検討する。

★☆１　盛岡テクノパークの残地や整備中の道明地区に工場の集積が図られ
るよう補助制度の見直しを図る。

★　道明地区において新たな産業等用地の整備に取り組む。

件 ↗

・平成29年度は，新たに固定資産を投下した13社を含む20社に対して，57件・
43,083,880円の固定資産税相当額の補助を行った。

・補助企業については，企業訪問等により補助事業の情報発信を行ったことに
より周知が図られ，順調に活用されたと考えられる。

成　果　点 成果の要因分析

当初値 (H25) 13 H31目標値 55

指標① 工場等新設拡充促進事業補助金の累積利用件数

単　位 目指す方向

H36目標値 110

製造業等 工業団地への集積が進み，企業間連携や企業の設備等が拡充し，生産の効率化が図られる。

実績値の推移 実績の評価 評価を踏まえた取組の方向性

3770

対象（誰（何）を対象として行うのか） 意図（対象をどのようにしたいのか）
小施策 23-3 企業集積と生産基盤の拡充促進

評価
シート
作成者

大矢　修 内線 3771

【小施策評価（平成29年度実績評価）】

基本
目標

4 人が集い活力を生むまちづくり
小施策
主管課等

ものづくり推進課
現状と課題（総合計画実施計画から転記） 取組の方向性（総合計画実施計画から転記）

　地域の特性を生かした工業振興を実現するため，産学官連携研究センターなどの市の新技術・新製品開発
拠点を活用する企業のほか，組込みソフト・ＩＴ関連産業，食料品製造業などの企業が市内へ立地することが求
められていることから，これら企業の立地を進めるため，安価で交通アクセスに恵まれた新たな工業用地の整
備が求められている。

　企業が操業しやすい環境を整備するとともに，産業等用地整備や市街化区域内の低・未利用地の利活用などに
より新たな工業用地を確保し，企業誘致を推進する。

施策 23 工業の振興
評価
責任者

北田　雅浩 内線
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